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概 要 

連絡教員 佐藤 琢哉（内線 2716） 

超短パルス光を用いた磁性金属における 

テラヘルツ波発生と磁化反転 

超短パルス光を強磁性金属に照射すると、1 ピコ秒以内に急激な磁化の減少が起こる。

この「超高速減磁」と呼ばれる現象は、1996 年にBeaurepaire らによりはじめて報告された

[1]。超高速減磁に伴うスピン角運動量の散逸過程では超拡散スピン流が生じる[2]。この超

高速なスピン流は、重金属の逆スピンホール効果で電流へと変換すれば、テラヘルツ波発

生にも利用可能である[3]。一般的にスピン流-電流変換層には Pt やW などの非磁性重金属

が用いられるが、磁性金属合金の変換層として資質は十分に検討されてこなかった。本講

演前半では、磁性金属における超高速減磁と関連現象について紹介した後、規則型反強磁

性合金Mn3Ir のスピン変換現象に起因するテラヘルツ波発生を調べた研究成果[4]を紹介す

る。また、我々は、X 線自由電子レーザーを用いて、磁性体の内核-外殻光学遷移に起因す

る超高速現象の観測にも挑戦している。講演後半では、Pt/Co/Pt 強磁性多層膜を用いて、内

核-外殻光学遷移に起因する磁化反転や超高速減磁の観測に成功したことを紹介する。 
 
[1] E. Beaurepaire et al., Phys. Rev. Lett. 76, 7250 (1996). 
[2] M. Battiato et al., Phys. Rev. Lett. 105, 027203 (2010). 
[3] T. Kampfrath et al., Nat. Nanotechnol. 8, 256-260 (2013). 
[4] H. Mao, KTY et al., Appl. Phys. Lett. 123, 212401 (2023).  
 
ご来聴を歓迎いたします。 

Advanced Research Center for Quantum Physics and Nanoscience 

 

量子物理学・ナノサイエンス第 95 回特別セミナー 

東京工業大学理学院・物理学系 ナノサイエンスを拓く量子物理学拠点 共催             2024年5月 

 


